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夏休み号 

夏こそ普段できない体験を 

校長 八木 慎一 

今日で１学期の学習活動が終了し、夏休みが始まります。最近は８月の下旬から

２学期が始まるようになったので以前よりも若干は短くなりましたが、今でも夏休

みが 1年間の中で子供たちが最も長い時間学校を離れる期間であることに変わりあ

りません。 

担任をしていた頃、「小学校生活で一番心に残っていることは何？」と卒業間近

の６年生に尋ねたことがありました。多くの子は移動教室が最も心に残っていると

答えました。理由を聞くと、やはり第一には友達と楽しく過ごしたことを挙げてい

ましたが、それと同じように自然体験で感動したことをあげていました。今の子供

の多くは山登りの体験が少なく、山に登っている最中は苦しさから「何でわざわざ

登るの？」などの不平や不満を言う子もいます。しかし、山頂からの雄大な景観を

実際に目の当たりにすると、さっきまで文句を言っていた子供たちも自然の美しさ

に感動し、心を揺さぶられます。また、突然の雨の中をヒヤヒヤしながら下山した

ときには、人間にはどうすることもできない、自然の持つ大きな力を肌で感じるよ

うです。子供たちは自然体験を通して、自然の美しさを発見したり、畏敬の念を抱

いたりします。さらに、その体験をやり遂げたことで、自分への自信や満足感を味

わったりもします。この夏、家族で帰省したり、旅行したりする際に、都会では体

験することのできないような自然体験を取り入れてみてはいかがでしょうか。 

また、夏休みはまとまった時間がとれるので、遠くに行かなくても、物を作る、

動植物を育てる、料理をする、本を読む、たくさん遊ぶなど、普段なかなかできな

いことに挑戦するのにもよい機会です。自分で考え、自分で解決していく活動は、

判断力や学び方を身に付けるとともに、知的好奇心を高めたり、一人一人の感性や

個性を磨いたりすることにつながります。このように様々な体験を積み重ねていく

ことは、思考力や判断力を培い、感性を豊かにしていきます。今の教育に求められ

ている「生きる力」を育むことになるとも言えましょう。 

日頃、お子さんと一緒の時間がなかなかとれないというご家庭も、夏休みは一緒

に過ごす時間が多少なりとも増えると思います。お子さんと体験を共有して、団欒

を深めてください。 

「 当 た り前 の こ とが当 た り前 にで き る子 」 を育 て る第 三 小 学 校 の教 育 

 

  年度当初よりお知らせしていました 150 周年記念式典が行われます。当日、５・６年

生は８：４５登校です。詳細は後日別紙にてお知らせいたします。 

 

日 時：令和５年９月１６日（土） ９：３０～１１：００ 

参加者：第三小教職員、５・６年児童、ＰＴＡ本部役員 

    ※4 年生以下は自宅で動画視聴をします。 

 

  

１５０周年記念式典について 
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夏休みの生活について 
 
夏季休業が始まります。夏休みの生活について「令和５年度夏休みのせいかつ（水色の

上質紙のもの）」を併せてお読みください。安心安全な生活を心がけて、全校児童が心も
体も健康な状態で２学期の始業式を迎えてほしいと思います。 

 

◆生活リズム◆ 
「早寝・早起き・朝ごはん」を心がけましょう。また、宿題や学習をする時間やゲーム

をする時間などは予定を決めて、規則ある生活を心がけましょう。 
 

◆インターネット・SNS・オンラインゲームなどについて◆ 
夜更かしや睡眠不足は、生活リズムを崩してしまう最大の原因です。テレビやインター

ネットも同じですが、少なくとも眠る１時間前には終わりにしましょう。SNSによるトラ
ブルや犯罪も耳にします。セーフティー教室で学んだことを実践しましょう。 

 

◆外での遊び方・過ごし方に注意◆ 
「出かけるときは、お家の人に伝えてから」 

  出かけるときは「誰と」「どこへ」「何をしに」「何時までに帰るのか」をお家の人に
伝えましょう。 
「川遊びに注意しましょう」  
青梅市の約束として、多摩川の遊泳は禁止です。また、どの川で遊ぶ時でも、大人と

一緒でなければ遊べない約束になっています。 
「熱中症に注意しましょう」  
こまめに水分補給をしながら、涼しい服装に心掛け、少しでも体調に異変を感じたら、

涼しい所に移動しましょう。マスク着用についても、状況を見ながら判断しましょう。 
「ヘルメットを着用しましょう」  

3年生以上は自転車で移動する機会も増えるかもしれませんが、必ずヘルメットをか
ぶりましょう。１・２年生は乗るときは、保護者の方と一緒に乗りましょう。 

 

◆８月７日（月）から１３日（日）は学校の閉庁日です。緊急の連絡は青梅市教育委員会に

お願いします。（電話０４２８-２２-１１１１） 

 

◆下校後の安全面の観点から、下校後は忘れ物があっても学校に取りに来ることは控えるよ

う指導しています。また、職員の勤務時間を考慮し、17:00 以降の来校はご遠慮くださ

い。ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

◆２～６年生の児童は夏季休業中に学習用端末を持ち帰ります。夏季休業中にご家庭で不具

合や破損が生じた場合は、保護者負担となることがありますのでご承知おきください。端

末の取り扱いについては指導済みですが、ご家庭でも十分にご配慮ください。 

 

 

お知らせ・お願い 

 

生 活 指 導 部 より 

 


